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リーダーが取るべき行動に着目した行動理論の1つで、

リーダーシップ行動を、

「P：目標達成機能」（Performance）を重視するか、

「M：集団維持機能」（Maintenance）を重視するかという、

「P」と「M」の2軸で定義



P

Performance function

M機能

（Maintenance function：集団維持機能）企業

や組織といった集団をまとめるため

に発揮されるリーダーシップのこと

で、人間関係を良好に保ち、チーム

ワークを維持・強化する機能
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勝敗に関わる意思決定と実行のための思考法。

国際的な競争力が問われる製造業を含むビジネスはも

ちろん、現場の業務や私生活、スポーツなどあらゆる

シーンでの改善に役立つ考え方。

Observe（観察）・Orient（状況判断）・Decide（意思決

定）・Act（実行）の4つで構成されています。



Observe（観察）

観察することによって現状を認識します。

たとえば、業界や顧客、競合、新しい技

術、社内環境などの状況や変化に着目

Orient（状況判断）

観察結果から、状況判断します。

ここでは、Observe（観察）で得た

データから、次のDecide（意思決定）

に必要な材料を見極めていくことが重要

Act（実行）

意思決定したことを実行に移します。

実行後は、フィードバックするために再

びObserve（観察）、または必要に応じ

て他の段階に戻り、ループを再開

Decide（意思決定）

具体的な方策や手段に関する意思決定。

この時点で、判断材料の不足に気づけば、

観点を変えて観察（Observe）に戻って、

ループすることも可能



Observe（観察） Orient（状況判断）

Act（実行）Decide（意思決定）
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